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News Letter 
公立大学法人奈良県立医科大学 女性研究者・医師支援センター

～ Center for Diversity and Inclusion～ 

Report 1	 国際ソロプチミスト奈良-あすか女性研究者賞

Report 2	 第10回女性研究者学術研究奨励賞

Report 3	 教職員の保育環境

Report 4	 研究支援員配置制度利用者の声（第二解剖学 竹村晶子助教）

Information 1	不妊治療と仕事の両立

Information 2	研究支援員配置制度の支援対象拡大

ソロプチミスト日本財団では、様々な分野で将来性のある研究を
している有能な女性を支援し、さらなる女性の活躍への足掛かりと
なる機会を与えることを目的に女性研究者賞を授与されています。
この度、当センターからの推薦により、本学消化器・総合外科学

講座の長井美奈子助教が「膵癌におけるG-CSFR発現の臨床的意義
及び抗癌治療感受性との関係について」という研究テーマで国際ソ
ロプチミスト奈良―あすか女性研究者賞を受賞されました。
国際ソロプチミスト奈良―あすかの高田邦子会長からは、「女性

医師では数少ない肝胆膵領域の外科医として、今後の更なる活躍を
期待したい。ぜひ頑張ってほしい。」と温かいエールが送られまし
た。当センターでは今後も優秀な女性研究者の活躍を応援していき
たいと思います。

消化器・総合外科学講座 長井美奈子助教が
国際ソロプチミスト奈良―あすか女性研究者賞を受賞されました
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第 10 回女性研究者学術研究奨励賞の受賞者が決定しました

本学では、将来の学術研究を担う優秀な女性研究者の育成及びこれによる男女共同参画の促進等を目的に「女性研究者学術研
究奨励賞」を設置しています。
3月1日に開催された選考委員会で慎重に審議した結果、第10回女性研究者学術研究奨励賞は皮膚科学講座の西村友紀助教が

受賞の栄冠に輝きました。
授賞式および受賞者による記念講演は、中島佐一学術研究奨励賞授賞式と共催予定です。

【受 賞 者】 皮膚科学講座　助教　西村　友紀氏
【研究テーマ】 �①再発性帯状疱疹の臨床的、免疫学的特徴の研究�

②�薬剤性過敏症症候群における重症度予測マーカーとしての�
血清 TARC値の有用性の研究
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写真左：嶋センター長、写真中央：長井先生、 写真右：須﨑マネージャー 
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［編集後記］
今回のお便りで紹介させていただいた竹村晶子先生は4月から名古

屋市立大学に転出され、研究支援員の石西綾美さんは本学第二解剖学の
助教に採用予定です。育児と研究を両立させ立派な研究成果を出してこ
られたお二人が、キャリアを発展させて新たな道を歩まれますことを心
よりお祝い申し上げます。センターでは今後も、様々なライフステージ
に立つ女性が活躍できるように職場環境の整備に取り組んで参ります。

研究支援員配置制度の支援対象が常勤（週5日勤務）の
女性病院助教に拡大されました 
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【支援の対象者】
本学に所属する常勤の女性教員（教授、准教授、講師、助教）、診療助教、研究助教及び� �

常勤（週5日勤務）の病院助教で、 以下に当てはまる方。
なお、研究支援員配置期間の上限は、原則として延べ 5 年とします。

（１）	 妊娠から出産までの期間の方

（２）	 子育て中で小学校６年生までの子供を自身で主に養育している方

（３）	 要介護者・要看病者である家族を自身が主に介護・看病している方

（４）	 不妊治療中の方

制度の利用を検討されている方はお気軽に当センターまでお問い合わせください。

当センターでは、妊娠・出産、育児、不妊治療、介護等のライフイベントにより、一定期間、研究時間が十分に確保で
きない女性研究者・医師を対象に研究支援員を配置しています。 
この度、更なる女性研究者の裾野拡大、若手の研究力向上を図るため、常勤（週5日勤務）の女性病院助教にも支援対象

を拡大することになりました。 
※令和3年度上半期（４～９月）の研究支援員配置から適用いたします。
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4 研究支援員配置制度を利用して～第二解剖学 竹村晶子助教～

私は現在 4 歳と 2 歳の子どもがおり、1 人目の育休復帰後から女性研究者・医
師支援センターが運用する研究支援員配置制度を利用させていただいておりま
す。 妊娠・出産・産後という過程は身体への負担が大きいと感じた上、 復帰後も
以前と比べて日常的に時間の制約が大きくなり、子どもが体調を崩して急に帰宅
しないといけないことが何度も生じました。子育ての時期はキャリア形成が正念
場となる年代と重複しやすく、子育てと仕事の両立が大変であることは確かです。
それでも、教室の先生方が子育てにご理解を示してくださり、いつも温かい態度
で接してくださることと、研究支援員の石西綾美さんが実験やデータ解析を精力
的に遂行してくださることで、研究と教育に力を注げる環境にあります。研究支
援員配置制度を利用させていただいた結果、子どもが小さくてもなんとか継続的
に論文を発表することができ、とてもありがたく思っています。女性研究者・医
師支援センターをはじめ本学の皆さまが研究支援員配置制度を通じて子育ての負
担を軽減してくださっていることに心より感謝申し上げます。今後もこの制度に
より本学の女性研究者・医師の活躍を支えていただけますようお願いいたします。 

写真左：竹村先生 
写真右：研究支援員の石西さん


